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特集「ふるさと納税返礼品で九重町をＰＲしませんか」

今月の表紙
10月28日に飯田こども園の園児が芋ほりを行いまし
た。子どもたちが「うんとこしょ！どっこいしょ！」
と声を合わせて芋のツルを引っ張ると、さつまいもが
次々と出てきていました。大きく育ったさつまいもに
子どもたちは笑顔で収穫を楽しんでいました。
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まちの話題

　ここのえ緑陽中学校３年生72名が、町内59
事業所で２日間の職場体験をしました。緑陽中
学校では、子どもたちが将来の仕事を考えてい
くうえでイメージがしやすくなるよう、毎年町
内で職場体験を行っています。
　最初は緊張していた生徒たちも２日目には職
場の雰囲気や仕事に慣れ、一生懸命に仕事をし
ていました。

トマト農家でトマト栽培等を教わりながら、大きな実
を収穫するために必要な芽かぎ作業を行いました

職場体験で仕事の楽しさや大切さを学ぶ

　2021全九州男女優勝大会（12月沖縄開催）
に出場される、玖珠ジュニアが日野町長に出場
報告をされました。代表して田中麗桜さん（南
山田小６年）が「真剣に取り組み、１試合でも
多く勝てるよう頑張ってきます」と大会へ向け
て決意を述べられました。

玖珠ジュニアバレーボールチームの皆さんと有馬監督、
保護者の皆さん、日野町長、濱田教育長

九州大会初出場へエール！
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　想像していた役場の仕事とは
違って取材をしたり、写真を
撮ったりと地域との繋がりが多
くあることがわかりました。
　ほとんど来たことがない役場
での体験で、わからないことば
かりだったけど、色々教えても
らって仕事をすることができま
した。大変だと思っていたけ
ど、とても楽しかったです。

九重町図書館で本のリサイクル
市の準備

惣菜作りでコロッケの重さを計量

ケーブルテレビの九重町図書館
の収録

職場体験の感想

緑陽中学校３年
長野　倖知さん

さち

21-22

人権擁護委員が選任されました

人権なんでも相談所

　人権擁護委員は、法務
大臣の委嘱を受け、皆さ
んの人権を守るための活動をされている
民間のボランティアです。令和３年10
月１日に、新たに有吉レイ子さんが委嘱
されました。

新任　有吉レイ子さん

と　　き　12月３日（金）
　　　　　午前10時～午後３時
と こ ろ　九重町役場３階302会議室
相談内容　差別、暴行・虐待、セクハラ・パ
　　　　　ワハラ、いじめ・体罰、名誉毀損、
　　　　　その他の人権問題
そ の 他　相談無料。秘密は守られます玖珠ジュニア　九重町の小学生（３年～６年）９名で活動。今回、

宇佐市と合同結成した大分ドリームスターで九州大会へ初出場。
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３年間ありがとうございました

　地域おこし協力隊の３年間の活動を終えられ
た清水圭太さんが、日野町長に退任のあいさつ
をされました。清水さんは東飯田地区を中心
に、くらサポや地域振興活動をされてきまし
た。清水さんは「九重町に定住するので、皆さ
んに還元できるように、またこれからは九重町
でまだできていないこともしていきたいです」
と新たな抱負を述べられました。

日野町長と３年間の活動を終えられた清水圭太さんが
握手の代わりのグータッチをしました

農業を知る機会を子どもたちへ

　井上東介さんが令和３年度大分県教育奨励賞
を受賞され、教育長に報告に訪れました。井上
さんは東飯田小学校の外部講師として20年
間、ご自身の梨農園で児童に梨の袋がけや収穫
体験等を教えてこられた活動が表彰されまし
た。「20年間教えるだけでなく、子どもたちと
一緒に勉強してきました。これからも頑張りた
いです」と井上さんはお話されました。

（左から）濱田教育長、井上東介さん、東飯田小学校
　　　　  恒任珠美校長

100歳おめでとうございます

　10月25日に安藤ハツ子さんが100歳の誕生
日を迎えられました。日野町長が施設を訪問し
「本当におめでとうございます。これまで頑
張って頂いてありがとうございます」とお祝い
の言葉を述べ、祝い状・花束・記念品を贈りま
した。安藤さんは週３回デイサービスへ行くこ
とをとても楽しみにされています。これからも
九重町の最高齢を目指して長生きしてください。

安藤さん（左から３番目）は「こんなうれしいことは
ありません」と話されていました

何歳からでも元気になれる！

　九重文化センターで「生きがいと健康づくり
推進大会～シニアのための元気アップ講演会
～」が開催されました。大会では、（株）ライ
フリー 代表取締役 佐藤孝臣さんが楽しくわか
りやすく「元気でいきいきと暮らす」コツを学
べる講演をされたほか、九重町社会福祉協議会
の理学療法士 佐藤大地さんによる短期集中リ
ハビリ教室の発表等が行われました。

短期集中リハビリ教室卒業者の原田勝子さん、森欲さん
が参加された感想等をステージで発表しました

9 30 10 19
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冬の健康管理　－健康に冬を乗り切るための食事のポイント－
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　年末年始は行事が多く、食生活が乱れがちです。さらに冬の寒さで運動不足が重なると肥満につ
ながります。肥満に血圧、血糖、脂質などの異常が重なった状態をメタボリックシンドロームと言
います。この状態を放っておくと、動脈硬化が進行し、脳血管疾患、心臓病、腎不全などの大きな
病気を引き起こします。
　今回は、健康に冬を乗り切るための食事の４つのポイントを紹介します。

冬場の感染対策について
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　冬になって気温が下がると換気のために窓を開けるのが難しくなったり、水が冷たくなって手洗
いの徹底が難しくなったりするなど、感染対策が不十分になるおそれがあります。
　ワクチン接種後や冬場でも、マスクの着用や「３密」を避けることなどの基本的な対策は変わり
ません。引き続き、感染対策に取り組みましょう。

年末年始の休日は食事時間が不規則になり
がちです。朝食の欠食や夜遅い夕飯は、肥
満につながります。食事時間や回数を普段
と大きく変えることなく、不規則な食事を
何日も続けないように心がけましょう。
生活リズムを整えることも大事です。

▼

食事時間は規則的に

野菜の多いメニューを選ぶ
丼ものより定食を選ぶと栄養バランス
がとれます

▼
▼

外食時に気をつけること

アルコールには食欲を増進させる作用があ
ります
１日に飲む量はほどほどにし、週２日は休
肝日を設けましょう

▼
▼

アルコールにも注意！

よく噛んで腹八分目で食べる
だらだら食べない
野菜料理を先に食べ、満腹感を得る

▼
▼

▼

食べ過ぎないために！

つ
の
ポ
イ
ン
ト

４

●換気と加湿　暖房を入れて、ある程度部屋を暖めてから換気を行いましょう。暖かい空気は冷たいほう
へ逃げようとするので、冬場は小さく窓を開けるだけでも空気が流れやすく５分弱の換気
でも効果的です。加湿器などを利用して、適切な湿度（50％～60％）に保ちましょう。

●マスク着用で咳エチケット
●生活習慣を改善　バランスの良い食事、適度な運動、十分な睡眠、歯磨きなどで口の中の清潔を保つな

ど規則正しい生活を送って、からだの抵抗力を高めましょう。

発熱などの症状があるときの受診方法

　●「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください。
　●かかりつけ医がいない場合・診療時間外の場合は、
　　受診相談センター（24時間対応）☎０９７－５０６－２７５５　まで連絡してください
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●お問い合わせ　農業委員会　☎７６－３８０５

　現在、九重町第５次総合計画策定にむけて検討・審議を行っています。計画策定にあたりこれま
でに行ってきたことと、これからについて今回はご紹介いたします。

『九重町第５次総合計画策定』について
●お問い合わせ　企画調整課　☎７６－３８０７

①地域社会・コミュニティ
②生活環境・防災
③医療・保健・福祉
④産業振興
⑤教育・文化・スポーツ　の５つの部会を設置

各種団体の代表者や専門部会の
代表者により組織した審議会に
対し町長が諮問し、町の将来像
について審議を行いました。

アンケート結果

専門部会意見

住民アンケート

２０４０未来予想図
アンケート

公募により組織した５つの部会に
おいて、各分野について、今後取
り組むべきことについて考えてい
ただきました。

中学生アンケート １０年後を担う若い世代からの意見を
取り入れるために、九重町の将来像に
ついて、ここのえ緑陽中学生から意見
を募集しました。

今後、さらに検討や審議を重ね、九重町の今後１０年間の方針を決めていきます。
なお、計画（案）ができましたら、皆さまにお知らせ・ご覧いただき、計画（案）
に対するパブリックコメント（住民意見等の募集）を実施いたします。

審議会審議

広報ここのえ４月号

広報ここのえ６月号 広報ここのえ９月号

九重町第５次総合計画策定に関する
ことは、九重町ホームページで随時
更新してお知らせしていますので、
ぜひご覧ください。

（※）

（※諮問とは町の政策等特定の事柄について意見を求めることです）
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障害者差別解消法の一部が改正されました
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

シリーズ
『障がい福祉』



　１月１日から12月31日までの１年間に農業を営み、収支計算の結果所得があった方は、所得税
申告または住民税申告をしていただくことになります。この申告に必要な農業所得の収支内訳書作
成の説明会を開催いたします。収入・経費の種類や所得の計算方法、減価償却等について基礎的解
説を行いますので、農業所得の申告（白色）をされる方のご参加をお待ちしています。

●と　き　　12月14日（火）午後２時～
●ところ　　九重町役場３階３０１会議室

農業収支計算説明会（白色）を開催します
●お問い合わせ　税務課　☎７６－３８０３

障害者差別解消法ってなに？

　すべての人が、障がいの有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と
個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に向けて、障がいを理由とする差別
の解消を目的とした法律です。

何が変わったの？

　これまで努力義務とされていた事業者による「社会的障壁の除去の実施に係る
必要かつ合理的な配慮の提供」が義務化されることになります。

スロープの設置 手話通訳 メニューを
読み上げる

絵や写真で
コミュニケーション

合理的配慮
の事例

◆この法律の「事業者」とは
　　会社やお店はもちろん、同じサービスなどを繰り返し継続する意思を持って行う人たちをいい、
ボランティア活動をするグループなども「事業者」に含まれます。事業者は障がい者から何らかの
配慮を求められた場合、負担が重すぎない範囲で社会的障壁を取り除くために必要な合理的な配慮
（合理的配慮）を行う事が求められます。法律の施行に備え、対応などをご検討ください。

◆この法律の対象となる「障がい者」とは
　　身体障がいのある人、知的障がいのある人、精神障がいのある人（発達障がい・高次脳機能障が
いのある人も含む）、その他の心や体の働きに障がい（難病に起因する障がいも含む）がある人
で、障がいや社会の中にあるバリアによって、日常生活や社会生活に相当な制限を受けている人す
べてが対象です（障がい児も含む）。

お越しいただく際は、マスクの着用、手指
消毒の感染防止対策にご協力お願いします
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町営住宅等の入居者を募集します
●お問い合わせ　建設課　☎７６-３８１１

募集期間：令和３年 11月 17日（水）～ 11月 30日（火）午後 5時まで
●入居予定日：令和３年12月28日（火）から
●敷金（入居時住宅使用料の３月分）を入居手続きの際に納入が必要です。
●入居後、共益費が必要です。
●申込みには、所得制限等の要件があります。応募が多数の場合は抽選会を行います。
●申込書は、建設課（役場２階）に用意しています。また、九重町ホームページからもダウンロードでき
　ます。
●町営住宅の使用制限措置に基づき、暴力団関係者と判明した場合は、入居できません。

▲九重町HP

町
営
住
宅

地
域
優
良
賃
貸
住
宅

豊後中村住宅
住　　所　九重町大字右田６８７番地
募集戸数　一般世帯向け１戸（３ＬＤＫ）
そ の 他　IHクッキングヒーター（20A据置タイプ）が必要。
住宅使用料等　住宅使用料は所得によって決定。
　　　　　　駐車場使用料　1,000 円／月

青山住宅
住　　所　九重町大字右田７８５番地の１
募集戸数　一般世帯向け１戸（３ＬＤＫ）
住宅使用料等　住宅使用料は所得によって決定。
　　　　　　駐車場使用料　1,000 円／月

恵良住宅
住　　所　九重町大字松木 5353 番地の１
募集戸数　一般世帯向け１戸（３ＬＤＫ）
そ の 他　IHクッキングヒーター（20A据置タイプ）が必要。
住宅使用料等　住宅使用料は所得によって決定。
　　　　　　駐車場使用料　1,000 円／月

奥野住宅
住　　所　九重町大字右田 2022 番地の 1
募集戸数　若者単身向け１戸（１ＤＫ）
そ の 他　IHクッキングヒーター（20A措置タイプ）が必要。
基本住宅使用料　52,000 円／月
駐車場使用料　1,000 円／月（１台分）

基本減額　次のいずれかの条件を満たす方は、基本住宅使用料から 12,000 円／月を減額。
　　　　　（１）入居時点において若者単身者で、40歳以下の者による単身世帯。
　　　　　（２）入居時点において若者単身者で、新婚世帯または子育て世帯となった世帯。

申込みについて
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農業委員・農地利用最適化推進委員の募集について
●お問い合わせ　農業委員会　☎７６－３８０５

項目 農　業　委　員
１１人

（うち認定農業者が過半数・利害を有しない者１名）

農地利用最適化推進委員

募集人員

応募資格

主な業務

農業委員及び農地利用最適化推進委員の任期満了に伴い、各委員を募集します。

区域名 区域の詳細（集落等）
東飯田①
東飯田②
東飯田③
野 上 ①
野 上 ②

野 上 ③

飯 田 ①
飯 田 ②
飯 田 ③
南山田①
南山田②

南山田③

前辻 1～ 2 ・ 後辻 ・ 竜門 ・ 田尻 ・ 野倉 ・ 中須
下旦 1～ 7 ・ 釣団地 ・ 松岡台住宅 ・ 見留 ・ 下右田 ・ 物見塚 ・ 奥野 ・ 上旦
南恵良 ・ 富来口 ・ 北恵良 1～ 3 ・ 見良津 ・ 書曲 1～ 3 ・ 恵良団地 ・ 川下北 ・ 川下南 ・ 川上 1～ 2
北区 ・ 南区 ・ 小久保 ・ 野上住宅 ・ 鹿伏 ・ 猪牟田 ・ 茅原小野 ・ 桐木 ・ 後野上 ・ 西 ・ 釘野 ・ 河内山
小平谷 ・ 野矢 ・ 小垣 ・ 田代 ・ 滝上 ・ 寺床 ・ 樫原 ・ 拓郷 ・ 平家山

筋湯 ・ 日向上 ・ 日向下・ 湯坪下 ・ 挟間 ・ 大岳 ・ 奥郷 ・ 九重山
年の神 ・ 無田下 ・ 無田中 ・ 無田中一 ・ 無田上 ・ 須久保 ・ 花牟礼 ・ 旭 ・ 湯沢
荻釣上 ・ 荻釣下 ・ 筌の口 ・ 北方上 ・ 北方下 ・ 中村下 1～ 2 ・ 下畑 ・ 中村上 ・ 中村中 1～ 2 ・ 中村下野
麻生釣 ・ 菅原本村 ・ 口の園 ・ 相挟間 ・ 桐木 1～ 5 ・ 宝泉寺 ・ 生竜 ・ 栗原 ・ 串野上 ・ 串野下 ・ 梶屋
中板 ・ 潜石 ・ 川西 1～ 3 ・ 川東上 ・ 川東下 ・ 黒猪鹿 ・ 木納水

農業に関する識見を有し、農地等の利用の最
適化の推進に関する事項、その他の農業委員
会の所掌に属する事項に関し、その職務を適
切に行うことができる方

●総会（月１回）に出席し、農地の貸借・売
買・農地転用許可などについて審議
●農地利用最適化の活動
●定期的な活動の報告
●国・県等主催の研修やセミナー等への参加

１2人
（農業委員会が定める区域から各１名）※別表１

農地等の利用の最適化の推進に熱意と識見を
有する方

●総会（月１回）に出席し、農地の貸借・売
買・農地転用許可に伴う意見陳述および現
地調査
●担当地区での農地利用の最適化のための実
践活動（農地所有者等への意向把握、人・
農地プラン等の話し合いへの参加、農地パ
トロール、農地利用・集積の推進、新規就
農者・新規参入者への相談対応）
●定期的な活動の報告
●国・県等主催の研修やセミナー等への参加

●任　　期　　令和４年４月１日から令和７年３月31日までの３年間
●報　　酬　　各種委員会の委員等の報酬及び費用弁償条例の規定による
●募集期間　　令和３年12月６日～令和４年１月６日まで
●応募方法　　○応募様式に必要事項を記入し、農業委員会事務局（役場１階）へ直接お持ちいただくか、
　　　　　　　　郵送により応募してください。
　　　　　　　○自薦、他薦のどちらからでも応募できます。
　　　　　　　（推薦の場合は３名以上の推薦、団体等の推薦は代表者）
　　　　　　　○様式は、農業委員会事務局または九重町ホームページからもダウンロードできます。
●別表１

下右田 ・ 重原 ・ 中央 1～ 5 ・ 青山通り・ 下尾本・ 尾本 ・ 青山住宅・ 甘川水 ・ 豊後中村住宅・ 寺田・ 
奥双石 ・ 中巣

引治 1～ 2 ・ 横尾 ・ 中村 ・ 都原 ・ 陣の内上 ・ 陣の内下 ・ 河内 ・ 後河内 ・ 富迫上 ・ 富迫下 ・ 川道団地 ・ 
金山 ・ 井出 ・ 田中 ・ 岩の上 ・ 粟野本村
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『オレンジカフェ』を開催します
●お問い合わせ　九重町地域包括支援センター　☎７６－３８６３

　12月の『オレンジカフェ』では、認知症当事者の方や自宅で介護されている方の話を中心に開
催を予定しています。日々ご自宅で過ごされる中、悩みや不安などについて、一人で抱え込まずに
気軽に皆さんとお話をしてみませんか。
　前回（９月開催）のオレンジカフェでは、「認知症に対するイメージが変わった」「ピアサポー
ターの方が、明るく活き活きとされている姿に元気をもらった」との声も聴かれています。
　認知症ピアサポーターの方のお話を聞いて、前を向けるきっかけになれるかもしれません。ご参
加をお待ちしています。

●と　　き　　12月 21日（火）午後２時～午後３時 30分
●と こ ろ　　野上ふれあい交流センター（野上公民館）
●参加方法　　申込不要。参加費１００円（飲み物＋おかし代）
●対 象 者　　認知症の方、ご家族の方、地域の方、
　　　　　　　医療や介護の関係者

感染症予防対策を行いながら開催していますので、安心してお越しください。
＊マスクの着用をお願いいたします＊

認知症ピアサポーターとは　認知症の方自らが、同じ思いや不安を抱える方の暮らしを支える担い手のことです。

大分県認知症
ピアサポーターの
方も来ます！

九重町長　日野 康志

Vol.19

とびらをあけて

町 長コラム

　今年も、色鮮やかな紅葉の季節が、やって来ました。
夏が長く暑い日が続き、雨も少なく色が出るのか心配し
ましたが、多少の遅れはありましたが冷え込みと同時
に、綺麗な色付きをした紅葉が見られました。
　県道40号（十三曲り）の崩落により通行止めが続き
心配していましたが、大分県や工事事業者の大変なご協
力により、約２ヵ月の前倒しで工事が完了し、10月に
通行できるようになりました。コロナや災害で苦しんで
きた事業者の皆さんや私共にとりましても、本当に喜ばし
い出来事でもありました。
　その新型コロナウイルス感染症第５波も、急激に減少
し落ち着いてきました。それに合わせて観光客も戻りつ
つあり、旅館などの予約状況も増えていると聞いており
ます。飲食事業者の皆さんからも、徐々にお客さんが増
えていると聞いておりますので、一安心したところで

す。しかし、これまでの収入も激減していることから、
経営的に大変な状況も続いていますので、今後も経済対
策を講じながら注意深く見ていく必要があります。
　さて、報告ですが、11月の初旬に結婚式が２件あ
り、出席させて頂きましたが、式そのものは２年ぶりで
して、心温まる笑顔溢れる結婚式でした。コロナ禍の影
響で、３度も延期した式もありまして、新郎新婦はもち
ろん家族や親族の皆さんは、心が折れるような大変な状
況だったと思います。しかし、口々に言っていたのは、
「ホッとした」「安心した」という言葉でした。新郎新
婦の門出を祝う式がどれだけ大切か、どれだけ喜ばしい
か、みんな知っていますし感じています。感染対策を講
じており、話しにくい面はありますが、会場内での笑顔
にあふれ楽しんでいる姿を見ると、忘れ掛けていた喜び
を感じることが出来ました。ご案内して頂き、ありがと
うございました。
　苦しいことや辛いことの方が、多く感じますし長く感
じます。しかし、ひと時の幸せだったり喜びがあれば、
嫌なことを吹っ飛ばす力があることも事実です。人との
出会いも、大きな力になります。コロナ禍の中で、当た
り前にあった喜びや人との繋がりが如何に大切か、見つ
め直す良い機会となりました。
　これからも、多くの皆さんと再会し、新たな人と出会
い、辛くても苦しくても、喜びのある人生を送りたいも
のです。
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人権

No.303心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

ふるさとの
 文化財探訪

第91回

ア
ナ
ロ
グ
の
音
を
聞
く文

化
財
調
査
員
　
内
　
恵
　
克
　
彦

　
皆
さ
ん
、
音
楽
は
何

が
好
き
で
、
ど
の
よ
う

に
し
て
聞
い
て
い
ま
す

か
。
　
私
は
中
学
生
の
こ
ろ

地
域
（
玖
珠
町
）
で
行

わ
れ
て
い
た

ナ
ト
コ
（
各
地
区
の
公

民
館
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
た
映
写
会
）

で
、
初
め
て
見
た
天
然
色
の
洋
画
映
画

「
リ
オ
・
ブ
ラ
ボ
ー
」（
米
、
ジ
ョ
ン
、

ウ
ェ
イ
ン
主
演
）
の
映
画
で
、
天
然
色
の

美
し
さ
、
そ
し
て
バ
ッ
ク
音
楽
の
す
ば
ら

し
さ
、
被
写
界
深
度
の
深
さ
に
、
そ
れ
ま

で
見
て
い
た
日
本
映
画
に
な
い
魅
力
に
魅

せ
ら
れ
て
し
ま
い
、
以
後
映
画
は
洋
画
、

音
楽
は
映
画
音
楽
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
大
人
に
な
っ
て
か
ら
、
こ
れ

ら
洋
画
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や
音
楽
の
Ｃ
Ｄ

を
探
し
ま
わ
り
買
い
求
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
途
中
で
レ
コ
ー
ド
を
見
つ
け
て
聞

か
せ
て
も
ら
っ
た
ら
、
そ
の
音
の
美
し

さ
、
や
さ
し
さ
、
そ
し
て
低
音
の
響
き
の

す
ば
ら
し
さ
に
ほ
れ
込
み
、
以
来
こ
れ
を

集
め
る
の
に
凝
り
固
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
し
て
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
レ
コ
ー

ド
を
探
し
回
り
買
い
求
め
て
き
ま
し
た

が
、
今
で
は
こ
れ
も
昭
和
の
文
化
財
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
音
楽
と
言
え
ば
Ｃ
Ｄ
か
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
の
い
わ
ゆ
る
デ
ジ
タ
ル
化
さ

れ
た
音
を
聞
く
こ
と
が
多
い
の
で
し
ょ
う

が
、
一
度
は
ア
ナ
ロ
グ
の
レ
コ
ー
ド
の
音

を
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
音
の
美

し
さ
、
す
ば
ら
し
さ
に
驚
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
最
近
新
聞
紙
上
に
お
い
て
、

大
分
市
で
「
懐
か
し
い
レ
コ
ー
ド
展
覧

会
」
や
「
ア
ナ
ロ
グ
に
価
値
を
見
つ
け

る
」
と
し
て
、
レ
コ
ー
ド
の
人
気
回
復
を

見
て
、
レ
コ
ー
ド
店
も
出
来
た
よ
う
で
す
。

　

私
も
レ
コ
ー
ド
（
ド
ー
ナ
ツ
盤
・
Ｌ

Ｐ
・
Ｓ
Ｐ
）
を
家
で
時
々
聞
い
て
楽
し
ん

で
い
ま
す
が
、
先
日
野
上
の
国
道
の
道
端

に
数
枚
の
レ
コ
ー
ド
が
捨
て
ら
れ
て
い
る

の
を
見
て
、
寂
し
く
悲
し
く
感
じ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

　
私
が
集
め
て
ま
わ
っ
た
の
は
遊
び
半
分

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
希
少
価
値

も
高
い
昭
和
の
文
化
遺
産
の
一
つ
と
し
て

残
し
て
お
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　第１回の講座以来、中断していましたが、県内の感染状
況が落ち着いたことにより10月より再開いたしました。
　第２回の講座では「部落差別の現実を知る」と題して、
部落解放同盟九重支部　支部長の松山マツ子さんを講師に
招きました。講座終了後に、本日感じたことについてアン
ケートを書いていただき、以下のような記述がありまし
た。（一部抜粋）

・生まれた地区だけで差別があるということを改めて感じ
ました。最初は知らせずに育てた松山さんの親の気持ち
もわかる気がしました。話を聞く中で、きちんと自分の

子どもに差別のことを話し学んだことがすごいと思いま
した。親も子どももこれからもきちんと学んでいかない
といけないんだなと実感しました。
・子どもさんが小さい時から部落問題についてきちんと学
習させていたので、子どもさんは勇気のある行動（ＰＴ
Ａで部落宣言をする）が出来たのだと思います。母親と
してどんな思いでその姿を見ていたかと思うと胸が絞め
つけられます。
・初めて部落出身の方のお話を本人の体験を通して聞く事
が出来ました。学生の頃に部落差別の勉強はありました
が、今日のようにリアルに聞く事が無かったので本当に
ショックでした。まだ今も差別は無くならない事、こん
なにも運動しているのになぜ無くならないのか・・・部
落差別の歴史から学ぶべきではないでしょうか。いつか
ら始まり、差別され始めた経緯を知る事が必要だと思
う。
・人権を勉強することで人を想う心を養える。勉強しなけ
れば差別とは気づかない。
・「正しく伝えていかなければならない」という言葉をた
くさんの方に共有していきたいと思いました。

　紙面の都合上、詳細について掲載することができません
が、ご質問等がございましたら、社会教育課（☎７６－３
８２３）までお問い合わせ下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会教育課

〜
レ
コ
ー
ド
の
魅
力
〜

2021年度　第２回なるほど “ザ”人権講座
（今年は九重町教育委員会による主催）
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●児童書・コミック
チリとチリリよるのおはなし　　　　　　　　　どいかや
銭天堂　１６巻　　　　　　　　　　　　　　　廣嶋玲子
こども仏教　　　　　　　　　　　　　　　　　枡野俊明
神話最強図鑑　　　　　　　　　　　　　健部伸明・監修
ノラネコぐんだんと金色の魔法使い　　　　　工藤ノリコ
新クレヨンしんちゃん１１　　　臼井儀人＆ＵＹスタジオ
３月のライオン１６　　　　　　羽海野チカ　その他多数
●一般図書
本所おけら長屋１７　　　　　　　　　　　　　畠山健二
せき越えぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　西條奈加
鳩の撃退法（上・下）　　　　　　　　　　　　 佐藤正午
久遠の檻（天久鷹央シリーズ 12）　　　　　　知念実希人
狐色のマフラー（杉原爽香 48歳の秋）　　　　  赤川次郎
月曜日の抹茶カフェ　　　　　　　　　　　　青山美智子
民王シベリアの陰謀　　　　　　　　　　　　　池井戸潤
ヴァイタル・サイン　　　　　　　　　　　　　　南杏子
さよならも言えないうちに　　　　　　　　　　川口俊和
ブルースＲｅｄ　　　　　　　　　　　　　　　桜木紫乃
金魚の縁（新・大江戸定年組２）　　　　　　 風野真知雄
Ｎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道尾秀介

身代わり忠臣蔵　　　　　　　　　　　　　　　土橋章宏
ヨルガオ殺人事件（上・下）　 アンソニー・ホロヴィッツ
ただしい人類滅亡計画反出生主義をめぐる物語　　品田遊
50歳からでも、頭はよくなる！　　　　　　　　 林成之
一日の終わりの詩集　　　　　　　　　　　　　　長田弘
フルーツポンチ村上健志の俳句修行　　　　　　村上健志
ベストセラーに学ぶ最強の教養　　　　　　　　　佐藤優
美しく、強く、成長する国へ。　　　　　　　　高市早苗
ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー２　 ブレイディみかこ
心の免疫力　「先の見えない不安」に立ち向かう　加藤諦三
平気で他人をいじめる大人たち　　　　　　　　見波利幸
一生スタスタ歩きたいなら、たんぱく質をとりなさい　飯島勝矢
メンタル体操　　　　　　　　　　　　　　　　森本稀哲
「長寿菌」が増える食べ方　　　　　　　　　　 辨野義己
大学選びを考えたらまず読む本 2022年版　日本経済新聞出版・編
捨てられない服がよみがえる！リフォームの魔法　檀正也
料理家村上祥子式７８歳のひとり暮らし　　　　村上祥子
美しいナゾトキ　　　　　　　　　　　　　　　　　常春
かんたんかわいいちぎり絵ＢＯＯＫ　　　　　ウメチギリ
るるぶ徳島鳴門祖谷渓
季刊のぼろＶｏｌ．３４（２０２１秋）　　　 その他多数

新刊・新着図書案内 ～冬ごもりにぴったりの本をご用意しています。時間をかけてゆっくりお楽しみ下さい～

ほんの森11月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋の読書週間イベントでは「お話 まちがい探し！」「図書館クロ
スワードパズル！」にたくさんのご参加ありがとうございました！「クロスワードパズル」は11/24（水）から
全問正解者の発表（館内掲示）をします。抽選で10名の方には図書カードを、はずれた方にも粗品をご用意し
ていますので、ぜひご来館ください。「読書の秋」は、何かと忙しい時期でもありますが、これからの季節は家
の中でぬくぬく、のんびり。いつも以上にそんな時間が長くなりそうなこの冬は、図書館の本があなたのお供を
いたします。座右の書を探しに図書館に足をお運びください。お待ちいたしております。

『読書の秋よ、冬までつづけー！』

お
知
ら
せ

●「おはなし会」毎月第２土曜日10：30～11：00
11月の担当グループは「ス
ター」のみなさんでした。12
月は「ぷちトマト」（12/11予
定）のみなさんです。コロナ対
策として読み手のボランティア
さんとの間にアクリル板を置い
て開催しています。 おはなし会で読んだ読んだ本▲

10月おはなし会の様子

10
／
21
（
木
）
22
（
金
）
に
緑
陽
中
学
校
３
年
生
の

２
名
が
図
書
館
で
『
職
場
体
験
』
を
し
ま
し
た
。
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
も
っ
と
も
っ
と
本
好
き
に
な
っ

て
、
図
書
館
に
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

オススメの本です
（職場体験の様子）

▲

今年も11/2（火）に『ココ
ドク 大人限定 夜の図書館 第
八夜』を開催しました。秋の
夜の恒例イベントです。来年
も開催予定ですので、ぜひイ
チ推しの本と一緒にご参加く
ださい。
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暮らしの情報　●

　
農
用
地
区
域
へ
の
編
入
及
び
除
外
を
希

望
さ
れ
る
方
は
下
記
期
間
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
に
つ
い
て
不

明
な
点
、
農
用
地
区
域
内
・
外
の
確
認
に

つ
い
て
は
、
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
手
続
き
に
４
ヶ
月
以
上
要
す
る
の
で
早

め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
期
限　
令
和
３
年
12
月
27
日
㈪

■
お
問
い
合
わ
せ　
農
林
課　
農
業
振
興

グ
ル
ー
プ
（
☎
７
６‐

３
８
０
４
）

■
と
　
き　
12
月
22
日
㈬

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
１
階
１
０
２
会
議
室

■
そ
の
他　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
日

田
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
年
金
事
務
所

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

６
１
７
４
）

■
と
　
き　
12
月
９
日
㈭
午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■
内
　
容

　
う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人
及
び
家
族

等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医
療
相
談

■
相
談
料　
無
料

■
そ
の
他　
前
日
ま
で
に
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
西
部
保
健
所

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３
）

■
と
　
き　
12
月
20
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容　
主
に
身
体
・
知
的
障
が
い
等

に
関
す
る
こ
と
や
、
ご
本
人
ま
た
は
ご

家
族
が
日
常
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
相
談
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
法
人
す
ぎ

の
こ
村 

Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

７
８
９
７
）

■
と
　
き　
12
月
14
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

■
と
　
き　
平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、

　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
相
談
内
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者

等
の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸

借
・
売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、

尊
厳
死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成

②
会
社
定
款
や
契
約
書
類
の
認
証
等　

③
相
続
問
題

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

６
７
５
１
）

■
と
　
き　
12
月
２
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

（
☎
０
９
０‐

８
２
８
９‐

４
６
６
４
）

　
食
品
衛
生
法
の
改
正
に
伴
い
、
営
業
許

可
を
要
す
る
業
種
以
外
の
食
品
等
事
業
者

を
対
象
と
し
て
、
営
業
届
出
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
届
出
対
象
外
の
業
種
を
除

く
す
べ
て
の
食
品
等
事
業
者
が
営
業
を
始

め
る
際
に
は
、
事
前
に
届
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
す
で
に
営
業
中
の
事
業
者
は
、

令
和
３
年
11
月
30
日
ま
で
に
営
業
の
届
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
西
部
保
健
所
衛
生
課

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３
）

　
県
で
は
、
筑
後
川
水
系
の
大
分
県
管
理

区
間
（
玖
珠
川
流
域
等
）
に
お
け
る
今
後

概
ね
30
年
間
の
河
川
整
備
の
目
標
や
進
め

方
を
示
す
「
筑
後
川
水
系
上
流
圏
域
河
川

整
備
計
画
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
計
画
案
の
内
容
に
つ

い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
　
き　
12
月
15
日
㈬
午
後
７
時
〜

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
１
会
議
室

■
説
明
内
容　
河
川
整
備
計
画
案
の
概
要

説
明
、
河
川
整
備
計
画
案
に
つ
い
て
の

意
見
交
換

■
そ
の
他　
計
画
案
の
閲
覧
（
意
見
募

集
）
は
次
の
場
所
で
行
え
ま
す
。

●
場
所
：
大
分
県
河
川
課
Ｈ
Ｐ
、
玖
珠
土

木
事
務
所
、
九
重
町
役
場
（
建
設
課
）

●
予
定
期
間
：
11
月
24
日
㈬
〜
12
月
24
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ

・
大
分
県
土
木
建
築
部
河
川
課

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

年
金
相
談
日


の
う
し
ん
（
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
）
の
変
更
手
続
き
に
つ
い
て

精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

障
が
い
巡
回
相
談

大
分
県
交
通
事
故
巡
回
相
談

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

食
品
営
業
届
出
制
度
に
つ
い
て

筑
後
川
水
系
上
流
圏
域

河
川
整
備
計
画
案
の
説
明
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
掲
載
し
て
い
る
行
事
・
相
談
会
な
ど
が
延

期
ま
た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
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●　暮らしの情報

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

４
５
９
８
）

・
大
分
県
玖
珠
土
木
事
務
所

（
☎
７
２‐

１
１
５
２
）

　
12
月
１
日
の
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検

査
を
夜
間
に
実
施
し
ま
す
。
早
期
発
見
の

た
め
に
検
査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
と　
き　
12
月
３
日
㈮

　
午
後
５
時
〜
午
後
６
時
30
分

■
と
こ
ろ　
西
部
保
健
所
（
日
田
市
）

■
対　
象　
検
査
を
希
望
す
る
方
（
匿
名

で
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

　

※

人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

■
検
査
料　
無
料

■
内　
容　
問
診
・
採
血
。
採
血
後
、
約

１
時
間
で
検
査
結
果
を
お
伝
え
し
ま
す

■
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
西
部
保
健
所

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３
）

　
年
末
調
整
に
関
す
る
疑
問
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
税
務
相
談
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
の
「
税
務
職
員
ふ
た
ば
」
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
お
問
合
せ
内
容
を
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
選
択
す
る
か
、
文
字
を
入
力
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
活

用
し
て
自
動
で
お
答
え
し
ま
す
。
土
日
・

夜
間
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し

く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
（
ふ
た
ば
）
に
質
問
す
る
」

へ
！

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
税
務
署

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
１
３
６
）

　
例
年
、
11
月
に
税
務
署
主
催
に
よ
る
年

末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
大
規
模
集
合
方
式

に
よ
る
情
報
提
供
体
制
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
情
報
提
供
体
制
（
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
動
画
サ
イ
ト

へ
の
説
明
用
動
画
の
配
信
等
）
と
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
税
務
署
主
催

で
実
施
し
て
い
た
年
末
調
整
説
明
会
に
つ

い
て
は
、
令
和
３
年
分
以
降
実
施
し
な
い

こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
ご
不
明
な
点
等
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
年
末
調
整
特
集
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
税
務
署
で
の
ご
相
談

は
「
事
前
予
約
」
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
税
務
署

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
１
３
６
）

■
と　
き　
12
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜
受
付

■
と
こ
ろ　
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

■
当
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

受
付
（
飛
び
入
り
見
学
歓
迎
）／
ガ
イ

ダ
ン
ス
（
概
要
説
明
）
／
校
内
見
学

　
（
実
習
場
見
学
）／
希
望
の
訓
練
実
習
を

１
つ
体
験
（
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
操
作
実

習
ま
た
は
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
小
物
製
作
）

／
個
別
相
談
会
（
何
で
も
気
軽
に
相
談
）

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
参
加
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

０
７
８
９
）

　
鉄
道
に
関
す
る
事
故
は
、
一
歩
間
違
え

れ
ば
脱
線
事
故
や
感
電
事
故
等
、
大
惨
事

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
建
物
の
建
設
・
解
体
や
、
庭
木
や
山
林

の
木
の
伐
採
等
、
線
路
に
近
接
し
た
作
業

を
行
う
場
合
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
Ｊ
Ｒ
九
州
大
分
鉄
道
事
業
部

（
☎
０
９
７‐
５
１
３‐

５
８
５
３
）

　
済
生
会
日
田
病
院
は
、
社
会
福
祉
法
人

の
病
院
と
し
て
、
経
済
的
理
由
で
診
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
を
対
象

に
、
無
料
又
は
低
額
診
療
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
市
町
村
県
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
や
「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
減
額
認
定
証
」
の
適

用
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
、「
就
学
援

助
制
度
」
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
、
あ

る
い
は
、
低
所
得
等
の
生
計
困
難
な
方

で
、
診
療
費
の
支
払
い
に
つ
い
て
心
配
が

あ
る
場
合
は
、
ま
ず
、
済
生
会
日
田
病
院

の
医
療
相
談
員
へ
ご
相
談
下
さ
い
。
関
係

機
関
の
証
明
書
、
認
定
書
、
通
知
書
等
で

状
況
を
確
認
の
上
、
診
療
費
の
減
免
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
他
医
療
機
関
を
受
診
中

の
方
は
、
担
当
医
と
ご
相
談
の
上
、
紹
介

状
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

■
診
療
科
目　
済
生
会
日
田
病
院
で
行
っ

て
い
る
診
療
科
目
の
す
べ
て

■
お
問
い
合
わ
せ　
済
生
会
日
田
病
院

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

１
１
０
０
）

※

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
出
願
資
格　
・
保
護
者
等
が
大
分
県
内

に
住
所
を
有
す
る
者
／
・
大
学
（
通
信

に
よ
り
教
育
を
行
う
課
程
、
別
科
、
専

攻
科
、
大
学
院
を
除
く
）
及
び
短
期
大

学
に
在
学
ま
た
は
進
学
を
希
望
す
る
者

で
基
準
を
満
た
す
者

■
出
願
期
間　
12
月
28
日
㈫
ま
で

令
和
３
年
分
以
降
の
年
末
調
整

説
明
会
取
り
や
め
の
お
知
ら
せ

日
田
高
等
技
術
専
門
校
第
４
回

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

エ
イ
ズ
早
期
発
見
の
た
め
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

年
末
調
整
で
お
困
り
の
と
き
は


ふ
た
ば 


に
ご
相
談
く
だ
さ
い

鉄
道
近
接
工
事
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

診
療
費
の
減
免
事
業

令
和
４
年
度
大
学
奨
学
生
募
集

概ね 8ｍ

近接工事 近接工事
線路内

概ね 8ｍ

※作業内容や環境条件、使用重
機によっては８ｍ以上の場合
でも近接工事の適用となる場
合があります
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■
貸
与
期
間　
令
和
４
年
４
月
か
ら
在
学

す
る
学
校
の
正
規
の
最
短
修
業
期
間

■
特　
徴　
奨
学
金
は
無
利
子
の
貸
与
。

申
込
者
の
中
か
ら
里
見
奨
学
金
（
給

付
）
に
推
薦
し
ま
す
。
文
学
学
部
、
理

工
系
学
部
問
わ
ず
（
但
し
、
医
学
部
、

薬
学
部
国
家
試
験
課
程
除
く
）

■
そ
の
他　
貸
与
月
額
及
び
募
集
人
員
に

つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

　
公
益
財
団
法
人
大
分
県
奨
学
会

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
６
２
０
）

【
犯
罪
被
害
等
給
付
制
度
】

　
殺
人
事
件
等
の
ご
遺
族
、
障
害
事
件
等

に
よ
り
重
傷
病
若
し
く
は
心
身
に
障
害
を

負
う
な
ど
重
大
な
被
害
を
受
け
た
犯
罪
被

害
者
等
に
対
し
て
、
国
が
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
玖
珠
警
察
署
総
務

課
（
☎
７
２‐

２
１
３
１
）
ま
た
は
警
察

本
部
広
報
課
犯
罪
被
害
者
支
援
室
（
☎
０

９
７‐

５
３
６‐

２
１
３
１
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
犯
罪
被
害
者
支
援
相
談
窓
口
】

　
犯
罪
被
害
は
い
つ
誰
に
起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
大
分
県
警
察
で
は
、
各
種
の

総
合
窓
口
を
設
け
、
被
害
者
の
方
か
ら

様
々
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
警
察
総
合
相
談　
＃
９
１
１
０

●
性
犯
罪
被
害
相
談　
＃
８
１
０
３

●
暴
力
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

３
１
１
０

●
覚
せ
い
剤
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

８
９
１
８

■
募
集
対
象

・
両
眼
の
視
力
が
お
お
む
ね
0.3
未
満
の

者
、
ま
た
は
視
力
以
外
の
視
機
能
障
が

い
が
高
度
な
者
で
拡
大
鏡
等
の
使
用
に

よ
っ
て
も
文
字
等
の
視
覚
に
よ
る
認
識

が
困
難
な
者

・
視
覚
障
が
い
を
主
た
る
障
が
い
と
し
、

他
の
障
が
い
を
併
せ
有
す
る
者

・
知
的
障
が
い
を
主
た
る
障
が
い
と
し
、

視
覚
障
が
い
を
併
せ
有
す
る
者

・
大
分
県
内
に
在
住
し
、
平
成
28
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
31
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児

■
出
願
受
付
期
間　
１
月
４
日
㈫
〜
１
月

14
日
㈮
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
入
学
希
望
者
面
談
期
間

　
１
月
17
日
㈪
〜
１
月
20
日
㈭
の
午
後
３

時
〜
午
後
４
時

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
立
盲
学
校

（
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

２
６
３
８
）

■
と　
き　
２
月
６
日
㈰
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ　
大
分
大
学

■
試
験
種
類　
全
類

■
願
書
受
付
期
間

【
電
子
申
請
】

　
12
月
13
日
㈪
〜
12
月
24
日
㈮

【
書
面
申
請
】

　
12
月
16
日
㈭
〜
12
月
27
日
㈪

■
願
書
配
布
場
所　
県
内
各
消
防
本
部
、

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

■
願
書
提
出
先　
（
一
財
）
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

■
お
問
い
合
わ
せ

（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

（
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

０
４
２
７
）

■
講
習
対
象
者　
消
防
法
施
行
規
則
第
31

条
の
６
第
６
項
及
び
平
成
12
年
消
防
庁

告
示
第
11
号
に
規
定
す
る
受
講
資
格
を

有
す
る
者

■
講
習
実
施
日　
・
第
１
種
：
２
月
８
日

㈫
〜
２
月
10
日
㈭
３
日
間
／
・
第
２
種
：

２
月
16
日
㈬
〜
２
月
18
日
㈮
３
日
間

■
と
こ
ろ　
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分
（
大
分
市
）

■
定　
員　
各
45
人

■
申
請
（
受
付
）
期
間　
12
月
６
日
㈪
〜

１
月
５
日
㈬

■
受
講
料

・
第
１
種
、
第
２
種
の
区
分
ご
と
に
、

　
３
２
，
３
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

・
合
否
判
定
通
知
郵
送
料
84
円
が
必
要

■
申
請
書
配
布
場
所　
大
分
市
消
防
局
、

各
消
防
本
部
、
大
分
県
消
防
設
備
安
全

協
会

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

（
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

３
１
２
５
）

【
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
】

■
訓
練
内
容　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
礎
知

識
と
応
用
技
術
及
び
ワ
ー
プ
ロ
、
簿

記
、
会
計
等
の
事
務
処
理

■
定　
員　
20
人

■
対
象
者　
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
18

歳
〜
39
歳
の
方
、
離
職
転
職
者
、
新
規

高
等
学
校
卒
業
予
定
者

【
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
】

■
訓
練
内
容　
庭
園
及
び
公
園
の
築
造
を

中
心
に
緑
地
管
理
、
樹
木
の
せ
ん
定
、

花
き
園
芸
及
び
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
等

■
定　
員　
20
人

■
対
象
者　
離
職
転
職
者
、
新
規
高
等
学

校
卒
業
予
定
者

【
共
通
項
目
】

■
授
業
料　
無
料

（
入
校
時
に
教
科
書
等
の
実
費
が
必
要
）

■
募
集
期
間　
11
月
29
日
㈪
〜
令
和
４
年

１
月
13
日
㈭
ま
で

■
入
校
試
験　
令
和
４
年
１
月
16
日
㈰

■
訓
練
期
間　
１
年
間
（
４
月
入
校
）

■
申
込
方
法

　
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
相
談
を
受
け

た
の
ち
、
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

０
７
８
９
）

試
験
・
講
習
会

盲
学
校
幼
稚
部
入
学
者
募
集

消
防
設
備
士
試
験

11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は
、

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

日
田
高
等
技
術
専
門
校
令
和
４
年

度
訓
練
生
募
集
（
一
般
前
期
）
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（敬称略）

引 治 二

南 区

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

克 也

佑 介

いなだ　　 しょうま

10月１日～10月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

8,939  人
4,302  人
  4,637  人
3,891 　 

30
10
20
2

小　川　邦　彦
甲　斐　サツキ
笠　原　ユキヱ
齊　藤　元　紀
佐　藤　喜八郎
佐　藤　雪　美
髙　橋　芳　德
武　石　八重子
原　　　トシ子
原　田　哲　夫
原　田　百合子
日　隈　貴美子

金 山
無 田 中 一
書 曲 三
後 野 上
北 区
小 久 保
北 恵 良 三
川 下 南
亀 鶴 苑
川 上 二
川 上 二
下 旦 五

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

1

1

0

2

0

4

3

8

15

0

4

3

4

11

17

48

94

50

209

17

52

97

54

220

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2021・10月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

稲田　祥真

髙倉　心那

　みなさん、ドクターヘリのことはご存知でしょうか？近年、テレ
ビや新聞で目にすることもあるかと思います。
　ドクターヘリとは、救急医療用機器などを装備し、救急医療専門
の医師と看護師が搭乗して、救命活動を行うヘリコプターのことで
す。
　ドクターヘリは、災害現場から医療機関に傷病者の方を搬送する
間、救命医療を行う事ができます。災害現場で緊急に高度な医療が
必要と判断をした場合には、救急隊や救助隊が出動要請を行い、直
ちに災害現場付近へ出動して、救命活動を開始します。
　ドクターヘリが離着陸を行う際、強い風が発生するため、土や砂
が舞い上がります。そのため、ドクターヘリが着陸する前に消防隊
員が、着陸地点付近にいる人や
停車中の車両などに対して、現
場から離れるよう誘導を行いま
す。
　近隣住民の皆様にはご迷惑を
おかけしますが、ご協力をよろ
しくお願い致します。

男

女

88
91
89
87
85
96
69
99
98
85
95
80

飯田こども園の芋掘りに写真を撮りに行か
せていただきました。「うんとこしょ！
どっこいしょ！」の掛け合いでお芋がごろ
ごろ出てくる様子に、まるで絵本の中みた
い！と楽しませていただきました。また、
10月は町内のこども園・小学校・中学校
で運動会が行われました。新型コロナのた
めに延期になった学校や昨年に引き続き制
限があった中で頑張っているこどもたちの
姿を少しでもお届けできれば…と思い、枚
数は少ないですがまちの話題プラスで掲載
させていただきました。ぜひご覧くださ
い。　　　　　　　　　　　　　Tomo

編集後記 交通安全110

● 

病
　
院

11月

12月

21日

23日

28日

5日

12日

19日

26日

72-2167

72-2135

77-6121

72-2466

73-2030

72-2143

72-1127

塚 脇

春日町

野 上

　森　

北山田

春日町

塚 脇

電　話住　所 医療機関名日月
0973-22-5305

0973-22-3305

0973-23-6480

72-5983

0973-22-0222

0973-22-0320

72-0450

日田市

日田市

日田市

玖珠町

日田市

日田市

玖珠町

★都合で変更する場合があります。

小 中 病 院

高 田 病 院

矢 原 医 院

荒 木 医 院

北山田クリニック

長内科小児科胃腸科医院

玖 珠 記 念 病 院

合 原 歯 科 医 院

井 上 歯 科 医 院

酒 井 歯 科 医 院

井上第２歯科医院

おおくら歯科医院

内 川 歯 科 医 院

倉 成 歯 科 医 院

2021 年 11 月・12 月休日当番医
● 

歯
科
医

電　話住　所 医療機関名日月

＜発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について＞ 
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　　受診相談センター（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 0 6 - 2 7 5 5

かつや

ゆうすけたかくら　　 ここな

おがわ　　　　 くにひこ

かい　　　　　 さつき

かさはら　　　　 ゆきえ

さいとう　　　　 もとき

さとう　　　  きはちろう

さとう　　　　　ゆきみ

たかはし　　　 よしのり

たけいし　　　　やえこ

はら　　　　　　　としこ

はらだ　　　　　てつお

はらだ　　　　　ゆりこ

ひぐま　　　　　きみこ

11月

12月

21日

23日

28日

5日

12日

19日

26日

『ドクターヘリ』
（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）



令
和

３
年

11月
17日

発
行

（
通

巻
786号

）
発

行
・

九
重

町
役

場
企

画
調

整
課

〒
8
7
9
-4

8
9
5
　

 大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上

8
番

地
の

1
☎

 0
9
7
3
-7

6
-2

1
1
1
　

　
 　

　
印

刷
・

尾
花

印
刷

有
限

会
社

1
1
月
号
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読 者 俳 句

校
庭
を
ひ
と
り
占
め
し
て
舞
う
落
葉

流
れ
な
き
川
石
白
し
鵙
の
声

星
月
夜
胸
深
々
と
亡
夫
想
う

す
っ
と
ん
と
夕
日
の
落
ち
て
人
恋
し

友
よ
り
の
里
芋
夕
餉
の
主
役
な
り

吟
行
や
我
が
心
知
る
萩
の
花

七
不
思
議
千
町
無
田
に
稲
穂
か
な

薄
紅
葉
妙
見
宮
に
語
り
か
け

み
そ
萩
や
庭
い
ち
め
ん
の
こ
ん
ぺ
い
と
う

人
の
無
し
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
烏
瓜

掛
け
算
の
残
り
し
と
こ
ろ
畦
豆
を
干
す

秋
澄
む
や
一
筆
箋
の
漉
き
模
様

芒
の
穂
首
に
飾
り
て
三
俣
山

杉
山
の
て
っ
ぺ
ん
満
月
顔
を
出
す

喉
に
鳴
る
新
酒
の
音
を
聴
き
な
が
ら

秋
澄
む
や
程
よ
き
距
離
を
保
つ
人

夕
飯
は
香
り
待
ち
た
る
秋
キ
ノ
コ

老
い
て
子
に
習
い
し
レ
シ
ピ
寒
露
か
な

芋
の
露
手
の
裏
見
せ
て
し
ま
い
け
り

政
論
の
発
意
空
し
や
秋
の
空

泉　

渓

直　

人

一 　

主

左
世
美

則　

子

香　

澄

ヤ
ス
コ

勝　

子

ヨ
ウ
子

桐　

友

12月号の締め切りは、11月29日（必着）でお願いいたします。選者（古後粒勝）宅にハガキ等で直接送付いただいても結構で
す。住所（九重町大字粟野1414番地）

　
﹁
飛
蝗
﹂
︵
ば
っ
た
︶
は
、
秋

の
季
語
。
﹁
は
た
は
た
﹂
﹁
き
ち

き
ち
﹂
と
も
言
い
ま
す
が
、
一

説
に
は
飛
距
離
は
五
十
メ
ー
ト

ル
と
も
百
メ
ー
ト
ル
と
も
。

　
下
五
の
﹁
飛
ぶ
飛
蝗
﹂
が
そ

れ
を
言
わ
ん
と
し
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
動
詞
も
使
い
方
次
第
で
こ
ん

な
に
も
楽
し
い
躍
動
感
の
あ
る

句
に
変
身
し
ま
す
。

純　

子

末　

子

ト
シ
子

チ
ズ
子

好　

美

ム
ツ
子

文　

雄

良　

子

文　

子

次　

江

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

　
野
の
草
を
吹
き
分
け
て
通
る
秋
の
風
の
あ
と
晴
れ
る
こ
と
を
「
野

分
晴
」
と
。
牛
の
背
に
ブ
ラ
シ
で
こ
の
後
の
こ
と
の
様
子
が
想
像
で

き
ま
す
。

野
分
晴
牛
の
背
に
置
く
ブ
ラ
シ
か
な

佐
藤
八
千
子

　
年
齢
と
と
も
に
弱
く
な
る
足
腰
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
鍛
え
た
豊
國
さ

ん
も
ジ
ョ
キ
ン
グ
に
変
わ
り
ま
し
た
。
中
七
で
句
が
生
ま
れ
か
わ
り

ま
し
た
。

冬
始
め
余
生
を
き
ざ
む
万
歩
計

豊　
　
　

國

　
元
警
察
官
で
県
警
で
御
活
躍
の
重
吉
さ
ん
。
手
柄
話
は
お
孫
さ
ん
に

聞
か
せ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
面
白
い
話
に
お
二
人
と
も
零
余
子
飯

を
食
べ
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

爺
爺
の
手
柄
話
や
零
余
子
飯

重　
　
　

吉

そ
の
⑩
　
　
　
最
終
「
蕗
」
の
仲
間
た
ち    

番
外
編

ふ
る
さ
と
の
俳
人
た
ち

俳
句
の
基
本
　
　
ど
こ
で
切
る
の
か
切
れ
る
の
か

走
れ
走
れ
子
等
諦
め
ぬ
飛
ぶ
飛
蝗
　
　
佐
藤
　
律
子

　
　
　
　
　
　
第
六
十
七
回
の
角
川
俳
句
賞
の
発
表
が
あ
り
、
岡
田
由
希
さ
ん
（
現
代
俳
句
協
会
）
が
受

賞
。
〈
秋
の
日
や
牛
牽
く
や
う
に
犬
を
牽
き
〉
〈
飛
ぶ
犬
と
飛
ば
な
い
鳥
を
飼
ふ
日
永
〉
〈
涼
風
や
乳
牛

た
ま
に
走
り
を
り
〉
五
十
句
の
中
で
こ
の
三
句
に
注
目
し
た
。
現
代
俳
句
ら
し
い
と
い
う
か
着
眼
を
変
え

れ
ば
こ
ん
な
に
も
愉
快
な
句
が
で
き
る
ん
だ
と
思
っ
た
。
ど
こ
に
目
を
つ
け
る
か
、
同
じ
風
景
で
も
ず
っ

と
見
続
け
れ
ば
何
か
が
見
え
て
来
る
と
い
う
。
人
様
の
句
を
し
っ
か
り
口
承
す
る
習
慣
も
付
け
た
い
も
の

で
あ
る
。
師
走
を
迎
え
ま
す
。
お
身
体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。　
　
　
（
選
者　
こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

（
選
者
・
評
）

　
俳
句
結
社
「
蕗
」
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
高
野
素
十
の
す
す
め
で
倉
田
紘
文
氏

の
主
宰
で
創
刊
さ
れ
、
誌
友
は
全
国
各
地
、
海
外
に
ま
で
広
が
っ
た
結
社
で
あ

る
。「
蕗
」
は
同
人
制
を
し
か
ず
一
人
一
人
が
皆
平
等
と
い
う
考
え
方
で
研
鑽
を

深
め
合
い
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
た
。「
大
分
県
俳
壇
史
」
に
よ
る
と
九
重
町
は
、

蕗
玖
珠
合
同
句
会
や
恵
良
句
会
、
富
来
口
庵
句
会
、
蕗
九
重
句
会
と
、
実
に

「
蕗
」
の
流
れ
を
汲
む
句
会
が
相
次
ぐ
中
で
、
昭
和
、
平
成
に
か
け
隆
盛
を
極
め

た
。
平
成
九
年
に
発
刊
さ
れ
た
蕗
の
新
句
集
「
五
十
人
撰
集
」
の
中
か
ら
、
そ
の

仲
間
た
ち
の
格
調
高
い
名
句
を
紹
介
す
る
。　
　
　
　
（
順
不
同
、
一
部
抜
粋
）

歳 時 記

ば
っ
た

飛
蝗

元
旦
の
岬
は
岬
山
は
山　
　

音
踏
み
て
落
葉
の
海
を
歩
き
け
り

み
仏
も
素
足
に
春
の
浅
き
か
な

万
作
の
ゆ
れ
て
花
び
ら
解
き
ゆ
く

木
漏
れ
日
に
目
元
春
め
く
摩
崖
仏

象
さ
ん
と
な
る
遠
足
の
母
と
子
と

初
春
や
村
に
一
つ
の
ポ
ス
ト
か
な

花
の
雨
つ
き
ぬ
話
に
別
れ
け
り

佐
藤　

俊
峰

井
上　

阿
堂

梶
谷　

貴
虹

井
上　

睦
子

麻
生　

良
昭

井
上　

一
灯

小
野
十
三
日

麻
生
巳
津
子

麻
生　

直
美

佐
藤
美
智
子

帆
足　

保
子

宇
佐　

明
枝

坂
本
喜
代
香

原
田
智
恵
子

帆
足
り
つ
ゑ

日
隈
紀
美
子

白
梅
の
一
つ
が
涙
た
め
て
ゐ
し

龍
の
玉
空
の
青
さ
を
集
め
け
り

弾
き
初
め
の
指
美
し
き
神
田
川

沈
み
橋
春
の
瀬
音
に
変
わ
り
け
り

水
辺
に
は
流
れ
の
音
と
猫
柳　

濃
淡
の
山
重
な
り
て
野
焼
あ
と　
　

打
ち
水
を
ほ
め
て
娘
の
里
帰
り　

墨
の
い
ろ
少
し
濃
く
す
り
賀
状
書
く　

ま  

め

い
っ
ぴ
つ
せ
ん

佳
作
　
二
十
席

佳
作
　
二
十
席

の
わ
き
ば
れ

む　

か　

ご




